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４
年
ぶ
り
の
東
京
開
催

過
去
3
年
、
大
阪
、
神
戸
、

北
海
道
と
関
東
を
離
れ
て
い
た

学
術
講
演
会
が
２
０
２
０
年
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
都
市
、
東

京
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
東
京

国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
「Im

ag-

ine the future

〜
想
像
し
よ

う
、
未
来
を
〜
」
を
テ
ー
マ
に

産
婦
人
科
学
に
含
ま
れ
る
４
大

領
域
（
周
産
期
、
腫
瘍
、
生
殖
、

女
性
ヘ
ル
ス
ケ
ア
）の
教
育
、

最
新
研
究
結
果
の
発
表
、
討
論

が
行
わ
れ
ま
す
。

先
輩
医
師
か
ら
学
び
取
れ

学
術
講
演
会
に
は
、
皆
さ
ん

が
使
っ
て
い
る
そ
の
教
科
書
を

書
い
た
医
師
た
ち
の
講
演
を
聞

く
だ
け
で
は
な
く
、
質
問
す
る

機
会
だ
っ
て
あ
り
ま
す
。
ベ
テ

ラ
ン
医
師
た
ち
は
若
い
皆
さ
ん

か
ら
の
コ
ン
タ
ク
ト
を
心
待
ち

に
し
て
い
ま
す
。

教
科
書
で
は
知
識
を
一
方
通

は
じ
め
に

私
は
現
在
、
徳
島
大
学
で
勤

務
し
、
子
宮
内
膜
症
を
は
じ
め

と
す
る
良
性
婦
人
科
疾
患
の
治

療
、
お
よ
び
腹
腔
鏡
下
手
術
を

中
心
に
診
療
し
、
女
性
医
学
分

野
に
関
す
る
修
錬
を
し
て
い
ま

す
。

私
の
毎
日

外
来
診
療
で
は
子
宮
内
膜
症

や
、
手
術
前
後
の
患
者
さ
ん
を

中
心
に
、
女
性
医
学
分
野
全
般

に
つ
い
て
診
療
し
て
い
ま
す
。

手
術
は
、
週
に
2
件
程
度
担
当

し
て
い
ま
す
。
腹
腔
鏡
下
手
術

で
は
、
自
分
自
身
の
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
を
目
指
す
ほ
か
、
後
輩
の

医
師
に
対
す
る
指
導
も
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
女
性
医
学
研
究

班
に
所
属
し
て
お
り
、
関
連
す

る
研
究
に
も
従
事
し
て
い
ま

す
。

女
性
医
学
の
サ
ブ
ス
ペ
シ
ャ
リ

テ
ィ
を
目
指
し
た
き
っ
か
け

入
局
当
初
は
腫
瘍
研
究
班
に

所
属
し
研
修
を
開
始
し
ま
し

た
。
学
位
を
取
得
し
た
後
、
関

連
施
設
で
臨
床
に
携
っ
て
い
る

間
に
腹
腔
鏡
下
手
術
の
魅
力
に

と
り
つ
か
れ
、
研
鑽
を
積
み
日

本
産
科
婦
人
科
内
視
鏡
学
会
の

技
術
認
定
医
を
取
得
し
ま
し

た
。
そ
れ
ら
の
診
療
経
験
を
通

じ
て
、
子
宮
内
膜
症
や
が
ん
の

患
者
さ
ん
に
対
す
る
長
期
的
な

ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
重
要
性
を
感

じ
、
教
授
の
勧
め
も
あ
っ
て
女

性
医
学
分
野
を
志
す
こ
と
に
し

ま
し
た
。

女
性
医
学
の
サ
ブ
ス
ペ
シ
ャ

リ
テ
ィ
の
魅
力

女
性
医
学
は
そ
も
そ
も
更
年

期
女
性
の
健
康
管
理
を
中
心
と

し
た
分
野
で
し
た
。
周
閉
経
期

に
起
こ
る
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
変

動
が
引
き
起
こ
す
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
に
つ
い
て
、
先
輩
の
先
生

方
が
多
く
の
実
績
を
積
み
上
げ

て
こ
ら
れ
て
い
ま
す
。
近
年
は

そ
の
実
績
を
活
か
し
て
、
例
え

ば
が
ん
治
療
で
卵
巣
機
能
を
失

っ
た
患
者
さ
ん
な
ど
に
対
し

て
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
視
点
で
長

期
的
な
健
康
管
理
を
す
る
な
ど

活
躍
の
場
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
当
教
室
で
は
乳
が

ん
検
診
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

一
方
、
良
性
婦
人
科
疾
患
、

特
に
子
宮
内
膜
症
で
は
症
状
や

年
齢
、
挙
児
希
望
の
有
無
、
さ

ら
に
は
患
者
さ
ん
の
お
か
れ
た

社
会
的
な
立
場
な
ど
を
考
慮
し

て
、
長
期
的
治
療
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。手
術
が
必
要
な
場
合
に
は
、

最
善
の
結
果
が
得
ら
れ
る
よ
う

に
手
術
手
技
も
磨
い
て
お
か
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
、
女
性
医
学
の

守
備
範
囲
は
と
て
も
広
く
、
あ

ら
ゆ
る
領
域
で
女
性
ヘ
ル
ス
ケ

ア
の
視
点
を
持
つ
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
一
方
で
、
ひ
と
り

ひ
と
り
の
患
者
さ
ん
と
は
じ
っ

く
り
と
対
応
し
、
目
の
前
の
病

気
を
治
す
こ
と
だ
け
で
な
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
で
患
者
さ
ん

に
と
っ
て
真
の
利
益
は
ど
こ
に

あ
る
の
か
を
考
え
、
最
適
な
方

針
を
探
し
て
い
く
粘
り
強
さ
が

必
要
で
す
。
診
断
・
治
療
か
ら

予
防
医
学
ま
で
、
や
り
が
い
の

あ
る
分
野
だ
と
思
い
ま
す
。

医
学
生
、
研
修
医
の
先
生
方

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

医
学
生
や
研
修
医
の
先
生
方

と
お
話
し
を
す
る
と
、
な
ん
で

も
で
き
る
こ
と
を
重
要
視
さ
れ

て
い
る
先
生
が
多
い
よ
う
に
思

い
ま
す
。
若
い
う
ち
に
そ
の
目

標
に
向
か
っ
て
多
く
の
経
験
を

積
み
、
幅
広
く
研
修
に
打
ち
込

む
こ
と
は
大
切
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
一
方
で
、
い
ず
れ
は

自
分
の
得
意
分
野
を
持
つ
こ
と

も
ま
た
必
要
な
こ
と
で
す
。
女

性
医
学
は
幅
広
く
奥
深
く
、
ま

さ
に
そ
の
ニ
ー
ズ
に
合
う
分
野

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。私
は
、

い
ま
だ
研
修
途
上
に
あ
り
ま
す

が
将
来
性
の
あ
る
分
野
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

加
藤　

剛
志

徳
島
大
学
大
学
院
ヘ
ル
ス
バ
イ
オ
サ

イ
エ
ン
ス
研
究
部
産
科
婦
人
科
学
分

野
助
教

卒
後
17
年
目

趣
味
：
最
近
サ
ビ
キ
釣
り
を
は
じ

め
ま
し
た
。

家
族
構
成
：
３
人
家
族

シリーズ 産婦人科サブスペシャリティへの道

若手医師に聞く 女性ヘルスケア
第一線でサブスペシャリティ取得を目指して邁進する若手医師を、各分野で特集します。
第4回「女性ヘルスケア」は、徳島大学の加藤剛志先生です。

04

66th 

Annual 
Congress 

of 
the 

JSOG

学術講演会参
加費優待

※学生証、証
明書をご提示

ください。

★ 医学生

★ 初期研修医（非会員）

★ 初期研修医（会員）

無料

3,000 円

 無料

行
で
受
け
取
る
だ
け

で
す
が
、
学
術
講
演

会
で
は
双
方
向
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
で

す
。
学
術
講
演
会
に
参
加
し
、

物
怖
じ
せ
ず
に
先
輩
医
師
に

日
々
の
疑
問
を
ぶ
つ
け
て
知
識

と
経
験
を
引
き
出
し
、
引
き
継

い
で
下
さ
い
。

多
種
多
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

前
々
回
か
ら
始
ま
っ
た
専
攻

医
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
基
本

重
要
事
項
54
項
目
を
選
定
し
、

1
年
に
18
項
目
ず
つ
そ
の
道
の

エ
キ
ス
パ
ー
ト
が
ア
ン
サ
ー
パ

ッ
ド
を
用
い
た
Ｑ
＆
Ａ
も
交
え

て
解
説
を
行
っ
て
来
ま
し
た
。

今
年
は
全
54
項
目
が
1
巡
目
す

る
締
め
く
く
り
と
な
り
ま
す
。

国
際
化
の
一
環
と
し
て
米
国

（
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｇ
）、
韓
国
（
Ｋ
Ｓ
Ｏ

Ｇ
）、
台
湾（
Ｔ
Ａ
Ｏ
Ｇ
）各
団

体
若
手
医
師
に
よ
るInterna-

tional W
orkshop for Junior 

Fellow
s

が
行
わ
れ
る
ほ
か
、ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
、イ
ギ
リ
ス
等
々

か
ら
専
門
家
を
招
請
しInter-

national Sem
inar

な
ど
で
講

演
を
し
て
頂
き
ま
す
。
国
内
外

の
応
募
の
中
か
ら
選
抜
さ
れ
た

International Session (IS) 

Aw
ard

候
補
者
に
よ
る
口
演
も

楽
し
み
で
す
。IS Aw

ard

候
補

に
惜
し
く
も
洩
れ
た
演
題
も

Poster Session

で
討
議
さ
れ

ま
す
。

今
回
初
の
試
み
と
し
て
医
学

部
6
年
生
に
よ
る
ラ
ウ
ン
ド
テ

ー
ブ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
医
学
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
行

わ
れ
ま
す
。
全
国
61
大
学
１
０

８
名
の
医
学
部
６
年
生
が
「
著

名
人
の
産
婦
人
科
疾
患
に
関
す

る
マ
ス
コ
ミ
報
道
（
ア
ン
ジ
ェ

リ
ー
ナ
・
ジ
ョ
リ
ー
の
報
道
な

ど
）が
社
会
に
与
え
る
影
響
に

つ
い
て
」「
出
生
前
診
断
の
明

と
暗
」「
途
上
国
で
の
出
産
の

問
題
点
と
考
え
ら
れ
る
対
策
」

「
少
子
化
に
つ
い
て
、
学
生
の

視
点
か
ら
ど
う
い
う
対
策
が
あ

る
の
か
」
の
社
会
派
テ
ー
マ
に

1
グ
ル
ー
プ
９
名
で
構
成
さ
れ

た
12
グ
ル
ー
プ
が
、
3
グ
ル
ー

プ
ず
つ
各
テ
ー
マ
に
挑
み
ま
す
。

あ
な
た
の
未
来
の
役
割
に

触
れ
て
お
こ
う
！

医
者
の
仕
事
で
一
番
大
切
な

の
は
「
患
者
さ
ん
の
病
気
が
治

る
お
手
伝
い
を
す
る
」
こ
と
で

す
。
で
も
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
あ
り

ま
せ
ん
よ
ね
。
新
し
い
治
療
法

や
疾
患
の
原
因
究
明
の
研
究
、

テ
ク
ニ
ッ
ク
の
開
発
、
医
療
制

度
や
社
会
保
険
制
度
な
ど
へ
の

関
わ
り
…
。
本
当
に
多
種
多
様

で
す
。
こ
の
学
術
講
演
会
に
は

全
国
の
産
婦
人
科
医
師
が
集
結

し
、
多
く
の
分
野
で
よ
り
素
晴

ら
し
い
未
来
を
想
像
し
、
そ
し

て
実
現
を
目
指
し
ま
す
。
若
い

あ
な
た
も
、
こ
の
学
術
講
演
会

に
参
加
し
て
あ
な
た
の
未
来
の

役
割
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。



昨年は学生として参加し、今回で二回目。今年も新たな発見があり

ました。
腫瘍の症例検討セミナーでは、昨年は単に臨床経過や病理から疾

患病期を診断して治療法を決定するまでで終わっていたものが、今年

は、症例ごとに患者さんの要望、特に妊孕性の観点からも治療法を選

択する視点を持つことを考えさせられました。

超音波セミナーでは、昨年は胎児スクリーニング超音波の意義につ

いての講義があり、これも勉強になりましたが、今年は正常胎児の胎

児測定を中心に、エコーの基本的な使い方を習う時間が多く設けら

れ、エコーをより身近なものに感じるようになりました。腹腔鏡セミ

ナーでは、昨年と同様に鉗子とカメラで画面越しに結紮縫合の練習を

行っただけでなく、鉗子越しの臓器の感触がリアルに感じられる腹腔

鏡シュミレーターで臓器の把持の難しさや電気メス鉗子の効果を体

験。アドバンスコースでは昨年参加できなかった、顕微受精体験や、

ダヴィンチのシュミレーション実習に参加し、研修医では臨床でなか

なか触れることのない婦人科手技を体験しました。

若手医師企画では、皆さんの通常業務や年単位でのステップアップ

のお話が、産婦人科として勉強していく上での将来のケースモデルと

して、とても参考になりました。

これらの体験は、これからの専門分野の選択のきっかけになる貴重

な体験であったと思います。　  松田尚子（杏林大学　研修医 1年目）

学内の臨床実習で産婦人科の学問的・臨床的内容と医局の先生
方の人柄に魅かれていた私は、医局の先生の勧めもあり、なんら躊
躇することなく参加を決めました。1日目に婦人科腫瘍・内視鏡・産科エコーの講演と実技、2日目
に講演と若手医師企画という内容でした。さらに、昼間の講義実
習を発展させたアドバンスコースが1日目の夜に催されており、顕
微授精コースに参加しました。他にも、手術用ロボットを使った体
験もでき、非常に充実した2日間でした。将来産婦人科を目指している人はもちろん、少しでも興味のある
人は是非参加をお勧めします。全国の各分野の権威の先生方のお
話を聴き、自由討論会で若手の先生方の情熱に触れることで、産婦
人科の魅力が伝わってきます。そこで、皆さんの未来への扉が開く
ことは間違いありません。さらに、同じ目標を抱いて頑張っている
仲間との出会い。これが私たちの未来の宝になるものだと確信し
ています。　　　　　　 谷口瑞毅（名古屋大学医学部医学科6年）

全国の産婦人科同期や先輩ドクターと実習で貴重な経
験をしたり、宴会、２次会で色々な話ができたりととても
楽しい思い出があり、今年も自ら参加しました（実は今年
で三回目です…）。昨年は震災後の復興支援もかねて例
外的に岩手で行われたので２年ぶりの長野上陸です。

初日はグループに分かれ、エコー、病理、内視鏡と盛り
だくさんの実習をしつつ、同グループのメンバーと親睦を
深めます。初めて参加した学生の時、エコーや内視鏡に
触れるのがドキドキだったのを懐かしく思い出しました。
臨床を少なからず経験した今では、エコーや内視鏡に触
れるのも少しは慣れて、各実習の理解もより深まるもの
となった気がします。夜の宴会では、久しぶりに会う仲間
や、実習で知り合った友達、先輩ドクターと楽しく過ごし
たことを覚えています。

二日目は主に先輩ドクターの産婦人科での生活をつつ
み隠さず聞ける貴重な機会でした。男女に分かれて行わ
れる時間もあり、今後の参考になりました。男子の方がど
んなことをやっていたのか毎年気になりますが、未だに詳
細不明。参加者としてこの会に参加できるのが今年で最
後と思うと寂しく感じつつ長野を後にしました。

頼近奈奈（北海道社会保険病院　研修医）

No.14  Apr.  2014 JSOG  Newsletter

JSOG  Newsletter

Reason for your choice
編集：日本産科婦人科学会 広報委員会

http://www.jsog.or.jp/
nissanfu@jsog.or.jp

デザイン / 印刷：株式会社 杏林舍

発行：公益社団法人 日本産科婦人科学会
〒113-0033 東京都文京区本郷 2 丁目 3 番 9 号
ツインビュー御茶の水 3 階
TEL: 03-5842-5452 / FAX: 03-5842-54702014 年 4 月 1 日　第 14 号

公益社団法人
Japan Society of Obstetrics and Gynecology

日本産科婦人科学会

本誌掲載記事、写真等の無断複写・複製・転載を固く禁じます。　©Japan Society of Obstetrics and Gynecology

きみのちからで、きっと未来は明るくなる。

岡山大学病院・兼森美帆徳島大学病院・乾 宏彰

元々外科志望でしたが、病院実習中に分娩に立ち会い、ダイナミック
さに感動したことがきっかけで徐々に興味を持つようになりました。
さらに不妊や婦人科腫瘍、更年期などの多彩な領域に対し躍動感あ
ふれる診療を行っている先生方を見て、産婦人科医を志そうと決心
し、思い切って大学病院の産婦人科研修プログラムを選びました。
現在、徳島大学病院で初期研修2年目、今年既に産婦人科研修を開
始して半年になります。生殖内分泌・婦人科腫瘍・周産期・女性医

学の各領域の先生方から丁寧にご指導頂きながら、
合併症や胎児異常を抱える妊婦の管理、悪性腫瘍
の治療などを経験しつつ、その難しさとやりがいを感
じながら日々充実した研修生活を過ごせています。
学べば学ぶほど課題がそれ以上にいくつも出てくるような状

況ですが、地域の産婦人
科医療に貢献することを一つの
目標として、これからも研鑽を
積んでいきたいと思います。

親が産婦人科医として開業していたこともあり、中学・高校と同級生
からよく婦人科に関することで相談を受ける機会がありました。その
中で強く感じたことは、一般社会では女性は婦人科的な知識につい
ての教育を受ける機会が乏しく、不安に感じていることが多いという
ことです。そのことを感じてからは、産婦人科は女性の一生に関わっ
ている科であり産婦人科医として女性が健やかな生活を送ることを手
助けしたいという意思が芽生えました。
また、産婦人科は非常に広い分野を取り扱っており、

外科系・内科系両方の領域があることも理由の一つです。
実際産婦人科を研修させていただきましたが、分娩・内分

泌疾患・腫瘍の治療における喜びや不安・悲しみなどの伴う
現場を経験することができまし
た。まだまだ勉強すべきことは
多いですが、すべての女性の力
になれるような産婦人科医師に
なりたいと思います。

女性が健やかな生活を
送ることを手助けしたい地域の産婦人科医療に

貢献することが目標の一つ

初期研修医の声
初期研修医の方々に、産婦人科を選んだ理由や、
産婦人科に寄せる夢を語って頂きました。
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